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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　9月 27日、快晴の秋空のもと「第 22回但馬牛まつり」を開催しました。メインイベント
の造形物パフォーマンスコンテストでは、「但馬牛大好きファミリー」（豊岡市）が最優秀賞
を受賞。家族同然に暮らしてきた牛の「はな」を売りに出すとき、子どもたちの別れを惜し
む演技が審査員の心を打ちました。（関連記事 2ページ）
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9
月
27
日
、
但
馬
牧
場
公
園
で
「
第
22
回
但
馬
〝
牛
ま
つ

り
〟
を
開
催
し
、
1
万
6
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
造
形
物
パ
レ
ー
ド
で
は
、
地
元
の
丹

土
子
ど
も
会
の
樽
み
こ
し
や
牛
車
の
花
嫁
行
列
が
会
場
を
練

り
歩
き
、
造
形
物
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
の
5
団
体
が
楽
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
但
馬
牛
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
販
売
、
但
馬
杜
氏
組

合
に
よ
る
「
日
本
酒
ま
つ
り
」、
但
馬
内
の
小
中
学
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
但
馬
牛
の
絵
展
」、ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
来
場
者
は
楽
し

く
、
美
味
し
い
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第 22 回 　但馬“牛まつり”開催

造形物コンテストで
最優秀賞を受賞した「チーム 牛

ぎゅう

っと愛して」（三尾） 但馬牛のミニステーキに舌鼓

恒例となった牛舎の花嫁行列
今年も但馬農高生にご協力いただきました

但馬内の小中学生が出展した「牛の絵展」 同時開催の「日本酒まつり」も賑わいました
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隣
接
３
町
が
図
書
館
等
の
相
互

利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

９
月
17
日
、
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書

館
で
、
隣
接
す
る
新
温
泉
町
、
香
美
町
、

岩
美
町
の
３
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

あ
る
図
書
館
や
公
民
館
の
図
書
室
を
相

互
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
、
岡
本
町
長
、
香
美
町

の
浜
上
町
長
、
岩
美
町
の
西
垣
副
町
長

が
出
席
。
調
印
に
先
立
ち
岡
本
町
長
が

「
余
部
道
路
や
居
組
道
路
の
開
通
で
３

町
の
距
離
が
近
く
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
協
定
締
結
で
は
、
３
町
民
の
図
書
利

用
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
も
と
よ
り
、
文

化
交
流
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
今
後
も
緊
密
な
連
携
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
町
の
代
表
が
協
定
書
に
調

印
し
、
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
町
で
利
用
で
き
る
施
設
は
、
香
美

町
の
香
住
区
中
央
公
民
館
と
村
岡
区
中

央
公
民
館
と
小
代
地
区
公
民
館
に
あ
る

図
書
室
、
岩
美
町
立
図
書
館
の
４
施
設

で
、
蔵
書
の
合
計
は
10
万
冊
余
り
（
加

藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
を
合
わ
せ
る
と

約
19
万
5
千
冊
）。
相
互
利
用
の
開
始

は
10
月
9
日
（
金
）
か
ら
で
す
。

▼
他
町
の
施
設
を
利
用
す
る
に
は

①
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
で
、
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
、住
基
カ
ー
ド
な
ど
）
を
提
示
し
、

図
書
利
用
カ
ー
ド
を
作
成

②
利
用
を
希
望
す
る
他
町
の
施
設
で
、

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
の
図
書
利

用
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を
提
示

し
、
そ
の
施
設
の
利
用
カ
ー
ド
を
作

成
▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

調印を済ませた協定書を持つ３町の代表者

美
方
郡
消
防
操
法
大
会
開
催

　

9
月
23
日
、
健
康
公
園
で
「
美
方
郡

消
防
操
法
大
会
」
が
行
わ
れ
、
新
温
泉

町
消
防
団
と
香
美
町
消
防
団
の
団
員
な

ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
を

目
的
に
2
年
に
1
回
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
新
温
泉
町
消
防
団
の
浜
坂
支
団

と
温
泉
支
団
、
香
美
町
消
防
団
の
香
住

支
団
と
村
岡
支
団
、
小
代
支
団
の
合
わ

せ
て
5
支
団
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
10
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
5
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
団
で
行
わ
れ
た
競
技

会
で
上
位
に
な
っ
た
分
団
が
出
場
し
て

い
て
、
各
支
団
を
代
表
し
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
、
白
熱
し
た
競
技

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

香
住
支
団
第
1
分
団
が
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
浜
坂
支
団
第
7
分
団
大
庭
部

が
優
勝
し
ま
し
た
。
浜
坂
支
団
第
7
分

団
大
庭
部
は
、
前
回
に
続
い
て
の
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

ポンプ車操法の部で優勝した
浜坂支団第 7分団大庭部の競技の様子

ホースを担ぎ、懸命に走る選手
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町政のうごきから

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
！

　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
で
参
加
体
験
型
学
習
を
開
催

　

９
月
３
日
、
本
年
度
の
第
３
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
あ
な
た
な
ら
ど
う
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加

体
験
型
学
習
を
行
い
、
約
40
名
の
町
民
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

ま
ず
は
、
参
加
者
の
心
を
和
や
か
に

す
る
こ
と
と
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る

た
め
に
、「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
並
ぼ
う
」

を
行
い
ま
し
た
。
３
回
勝
っ
た
方
か
ら

順
に
並
ん
で
い
く
や
り
方
で
し
た
。
講

師
は
、「
最
後
ま
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
が

ん
ば
っ
て
お
ら
れ
た
方
は
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
に
負
け
た
数
は
多
か
っ
た
が
、
た
く

さ
ん
の
人
と
交
流
が
で
き
、
実
は
得
を

し
た
と
い
え
ま
す
。
最
初
に
並
ん
だ
方

は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
が
強
く
早
く
並
ぶ
こ
と

が
で
き
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
は

そ
れ
ぞ
れ
が
良
か
っ
た
と
言
え
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
無
言
で
生

年
月
日
順
に
並
ぶ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
言

葉
を
使
わ
ず
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
み
で

意
思
を
伝
え
る
難
し
さ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
全
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
次
の

と
お
り
で
す
。

小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
出
来

事
の
な
か
に
は
、
偏
見
や
差
別
に
つ
な

が
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
来
事
や

背
景
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
そ
の
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

身
近
に
感
じ
る
人
権
課
題
以
外
に
も
多

く
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
が
存
在
し
て

い
ま
す
。「
あ
な
た
な
ら
ど
う
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
４
つ
の
事
例
を
も
と

に
話
し
合
う
こ
と
で
、
差
別
に
つ
な
が

る
こ
と
は
な
い
か
、
自
ら
も
問
題
解
決

の
主
体
者
で
あ
る
と
う
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
留
意
点
と
し
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

の
心
構
え
で
話
し
合
い
に
臨
ん
で
く
だ

さ
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｌ
（Listen 　

聴
く
）

　

Ｏ
（O

pen　

心
を
開
く
）

　

Ｖ
（Voice　

声
を
出
す
）

　

Ｅ
（Enjoy　

楽
し
む
）

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
な
方

の
意
見
や
考
え
方
が
聞
け
て
良
か
っ

た
。」、「
グ
ル
ー
プ
発
表
も
良
い
と
思
っ

「アイスブレイキング」…参加者同士で自
己紹介。その後握手をしてジャンケン

グループディスカッションの様子

た
。」、
な
ど
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、

他
の
人
の
考
え
に
意
見
す
る
事
で
、
自

分
自
身
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
、
改
め

て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
の

１
０
０
％
が
満
足
し
て
い
る
と
回
答
さ

れ
、
こ
の
参
加
体
験
型
学
習
が
満
足
度

の
高
い
重
要
な
学
習
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
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新
温
泉
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　新温泉町全域で、地震と津波を想定した防災訓練を実施します。
　地域防災力向上のため、子どもからお年寄りまで全ての町民の皆さんの
ご参加をお願いします。   　―問合せ―　町民課  環境防災係  ℡ 82-5621
　◆第１部訓練：避難訓練
　　○とき　午前８時～ 9時 30分　　○ところ　町全域
　◆第 2 部訓練：消防本部や警察関係機関の訓練と参加型訓練
　　○とき　午前 9時 30分～ 11時　 ○ところ　浜坂すこやか広場

10 月 25 日（日）に「新温泉町総合防災訓練」を実施します

※当日はサイレン吹鳴や消防・警察車両によるサイレン走行を行う予定ですので、火災や災害とお間違えないようご注意ください。

　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　冬が来る前に家の片づけをするには涼しくなってきた今が良い機
会ですね。外作業に慣れた真心あふれるスタッフが、サービス料金　一時間 1,500
円（税別）でお伺います。サービス期間は今年度中となっておりますので、この機
会に一度お試し下さい。 ［新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料
代　1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料　1 回
/1 日　4,500 円、草刈り機レンタル料　1 回 /1 日　3,000 円）］ お見積もり無料
大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】今がチャンスですよ～

のんちゃん

「
地
域
の
宝
も
の
」
絵
画
作
品
展

　

町
内
の
小
学
生
が
地
域
の
神
社
や
お

寺
、
風
景
、
祭
り
や
行
事
な
ど
、
地
域

の
宝
も
の
、
大
切
だ
と
思
っ
て
描
い
た

絵
画
作
品
１
０
９
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き　

◇
町
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
22
日
（
木
）
～
26
日
（
月
）

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

11
月
７
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）	

　

10
月
１
日
、
新
温
泉
町
が
誕
生
し
て
、
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
郷
土
〝
新
温
泉
町
〟
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
次
の
作
品
展
を
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

「
新
温
泉
町
の
四
季
」
写
真
展

　

本
町
の
美
し
い
風
景
、
様
々
な
行
事

な
ど
の
写
真
作
品
を
募
集
し
た
「
新
温

泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」の
入
賞
作
品
21
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き　

◇
浜
坂
先
人
記
念
館

　

10
月
17
日
（
土
）
～
11
月
4
日
（
水
）

※
10
月
22
日
（
木
）、
29
日
（
木
）
休
館
日

◇
町
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
23
日
（
金
）
～
24
日
（
土
）

◇
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

11
月
21
日
（
土
）
～
29
日
（
日
）

※
11
月
24
日
（
火
）
休
館
日

◎
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
み
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◎
10
月
24
日
（
土
）
午
後
は
、
夢
ホ
ー

ル
で
記
念
式
典
を
開
催
す
る
た
め
、

町
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
、
式
典
の
駐

車
場
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

地域の宝もの絵画作品
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郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
書
道
の

普
及
を
図
る
た
め
「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
最
優
秀
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
に
神
戸
市
の
尾
村
智
子
さ
ん
の
作
品
「
極
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、新
温
泉
町
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
に
な
る
こ
と
か
ら
「
魅
」

「
極
」「
誇
」「
温
泉
」
を
規
定
課
題
に
選
定
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
、

一
般
の
部
に
９
０
３
点
、
学
生
の
部
に
５
１
７
点
、
合
計
１
４
２
０
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
野
雪
村
賞
作
品
展

　

特
別
賞
入
賞
作
品（
一
般
の
部
19
点
、

学
生
の
部
11
点
）
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

▪
第
１
期

　

11
月
15
日
（
日
）

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▪
第
２
期

　

11
月
21
日
（
土
）
～
25
日
（
水
）

　

浜
坂
先
人
記
念
館

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

「　極　」
宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した

尾村智子さんの作品

宇野雪村先生（1912 ～ 95）

第
16
回
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展 

入
賞
者
決
定

審
査
委
員
長
講
評

　
貝
原
司し

研け
ん

審
査
委
員
長
（
雪
村
先
生
が

結
成
し
た
奎け
い

星せ
い

会
の
会
長
）
は
、「
今
回

展
の
作
品
は
、
全
体
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
が
多
く
、
随
分
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て

観
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
出
品
層

も
中
学
生
か
ら
90
歳
前
後
と
幅
広
く
、
こ

の
展
覧
会
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ

た
。
最
高
賞
で
あ
る
宇
野
雪
村
賞
に
輝
い

た
尾
村
智
子
さ
ん
の
作
品
は
、
厳
し
い
線

で
白
の
部
分
を
責
め
て
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

追
求
し
て
い
て
充
実
感
が
あ
る
。
と
に
か

く
観
て
い
て
引
き
込
ま
れ
そ
う
な
錯
覚
に

陥
る
程
の
す
ば
ら
し
さ
で
あ
っ
た
」
と
講

評
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
回
新
温
泉
町　
　

　

小
中
学
生
書
作
品
展

　

雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

教
育
長
賞
、
奨
励
賞
、
入
選
作
品
約

２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日（
水
）～
18
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
（
木
曜
日
休
館
）

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０
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町政のうごきから

個
人
番
号
カ
ー
ド
に

つ
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

▽
通
知
カ
ー
ド
と
違
い
申
請
さ
れ
た
方

の
み
に
交
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

▽
初
回
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

紛
失
等
に
よ
る
再
交
付
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な

様
々
な
場
面
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証

明
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
人
確
認
も

同
時
に
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。

▽
表
面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
、

裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
が
記
載
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
カ
ー

ド
で
す
。

▽
有
効
期
間
は
、
発
行
か
ら
申
請
者
の

10
回
目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
20
歳
未
満
の
方
は
容
姿
の
変
化

が
大
き
い
た
め
５
回
目
の
誕
生
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の　

　

交
付
申
請
に
つ
い
て

▽
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送
付
さ
れ

る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
」
に
、

顔
写
真
を
貼
り
つ
け
、
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
申
請
も
可
能
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

請
の
詳
細
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒

に
送
付
さ
れ
た
申
請
書
類
の
説
明
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の　

　
　
　

交
付
に
つ
い
て

▽
平
成
28
年
１
月
以
降
、
交
付
通
知
書

を
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
に
送

付
し
ま
す
。

▽
ご
本
人
が
役
場
の
窓
口
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
け
取
り
の
際
は
、「
通

知
カ
ー
ド
」、「
交
付
通
知
書
」、「
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
有
効
期

限
ま
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
両
方
を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
時
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
回
収
い
た

し
ま
す
。

　
 

月
５
日
か
ら
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
通
知
し
ま
す
。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

10
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
通
知
カ
ー
ド
を
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
世
帯
ご
と
に

お
送
り
し
ま
す
。（
11
月
末
頃
ま
で
に
、
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
。）

※
大
切
な
書
類
で
す
。
ま
ち
が
え
て
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
等
に
よ
る
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ
ル

　

に
繋
が
ら
な
い
場
合
は
、

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
が
か
か
り

　

ま
す
。

▼
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.cas.g

o
.jp
/jp
/

seisaku/bangoseido/
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道の駅 「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷 （仮称）」

日本全国には 1,059 の道の駅（登
録）があります（H27.4.15 現在）

◆「道の駅」とは
　長距離ドライブが増え、女性や高齢者のドライ
バーが増加するなかで、道路交通の円滑な「なが
れ」を支えるため、一般道路にも安心して自由に
立ち寄れ、利用できる快適な休憩のための「たま
り」空間が求められています。また、人々の価値
観の多様化により、個性的でおもしろい空間が望
まれており、これら休憩施設では沿道地域の文化、
歴史、名所、特産物などの情報を活用し多様で個
性豊かなサービスを提供することかできます。
　さらに、これらの休憩施設が個性豊かなにぎわ
いのある空間となることにより、地域の核が形成
され、活力ある地域づくりや「道」を介した地域
連携が促進されるなどの効果も期待されます。
　こうしたことを背景として、道路利用者のため
の「休憩機能」、道路利用者や地域の方々のため
の「情報発信機能」、そして「道の駅」をきっか
けに活力ある地域づくりを共に行うための「地域
の連携機能」の 3 つの機能を併せ持つ休憩施設
「道の駅」が誕生しました。

◆「道の駅」の目的
▽道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提
供を行います。
▽地域の振興に寄与します。
◆「道の駅」の機能
▽休憩機能…24 時間、無料で利用できる駐車場
やトイレがあります。　
▽情報発信機能…道路情報や地域の観光情報、緊
急医療情報などを提供します。
▽地域連携機能…文化教養施設、観光レクリエー
ション施設などの地域振興施設と連携します。

※国土交通省ホームページより引用

平成 29 年度の完成を目指して進ん
でいます

　計画している道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の
郷（仮称）」は、「～人と自然と地域資源がふれあう
交流拠点～」をコンセプトに、地域活性や交流の拠
点として特産品の販売や地元食材を使ったレストラ
ン、山陰海岸ジオパークやバイカモなどの観光資源・
情報の発信を行います。
　施設はユニバーサルデザインを取り入れ、人に優
しい心地よい空間を提供していきます。建設予定地
は現在整備中である高規格道路・浜坂道路の「浜坂
インターチェンジ ( 仮称 )」を降りた県道浜坂井土
線付近（新温泉町栃谷）で、山陰海岸ジオパークの
ジオサイトや隣接する田君川のバイカモの群生地な
どの観光スポットへのアクセス拠点となり、新温泉
町の新たな玄関口となります。
◆敷地面積は、およそ 5,000㎡を予定
　地域振興施設（物販コーナー、レストラン、トイ
レなどが入る建物）と駐車場（大型バス 4台程度、
乗用車約 50台ほか）で構成されます。
◆スケジュール
　実施設計が平成 27年度に行われ、建物の詳細が
イメージからいよいよ現実の姿となります。
　工事（造成、建築）は平成 28 年度から始まり、
平成 29年度に道の駅がオープン（予定）します。

▼問合せ　商工観光課　℡ 82-5625
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地域の魅力発信！

道の駅 「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷 （仮称）」

道の駅は、交流や情報発信の拠点
となります

◆休憩機能
▽トイレ…道路利用者や往来者が２４時間利用可
能なトイレを設置します。
誰にでもやさしいオストメイトにも対応した多
機能トイレ・おむつ換えシート、パウダーコー
ナー、キッズトイレなどを考えています。

▽駐車場…道路利用者の移動の疲れを癒しリフ
レッシュするために、24 時間利用できる駐車
場を設けます。

▽その他…自動販売機コーナーや授乳室コーナー
を設けます。

◆情報発信機能
▽情報提供コーナー（ミニ博物館）…バイ
カモやジオパークなどの展示による案内
を行うほか、地域情報ディスプレイや案
内コンシェルジュなどにより、来訪者に
地域の魅力を伝えます。また、交通情報
や災害時の情報提供を行います。

◆地域連携機能
▽特産品販売所…新温泉町には海産物や農畜産物など、
誇れる特産品が豊富にあります。（農畜産物、海産物、 
ジャムや栃餅などの加工品、木工品など）町内各地の
グループ等が生産・加工する旬の食材を、来館者に提
供していきます。

▽レストラン…地元食材を使用した 新温泉町の季節を
感じられるレストランを目指します。ゆっくりと食事
を楽しむことができる客席や、気軽に食べることがで
きるメニューを考えていきます。

▽実演販売コーナー…浜坂の特産品である焼きちくわ
や、気軽に食べることができるソフトクリームや地元
産品を使ったテイクアウトの販売を行います。

地域連携
機能

休憩機能

情報発信機能

完成イメージ図
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広報しんおんせん（10月号）

H27（2015）.10.8

平
成
26
年
度
決
算
報
告

  
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
８
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳

入
１
５
４
億
３
８
４
１
万
円
、
歳
出
１
５
２
億
５
０
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
平
成
27
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

９
９
７
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
国
（
総
務
省
）
が
公
表
す
る
地
方
財
政
統
計
の
「
普
通
会
計
」
と

い
う
会
計
区
分
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
14
億
６
０
８
２
万
円
（
前
年

度
比
８
９
７
万
円
、
０
・
６
％
の
増
）、

全
体
の
13
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
地

方
交
付
税
で
、51
億
２
０
０
１
万
円（
同

1
億
３
０
８
２
万
円
、
２
・
５
％
の
減
）

と
全
体
の
48
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
の
道
整
備

交
付
金
事
業
、防
災
安
全
交
付
金
事
業
、

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業
、
林
野

火
災
用
活
動
拠
点
広
場
整
備
事
業
等
の

補
助
事
業
の
完
了
に
伴
い
大
幅
な
減
額

に
な
り
、
８
億
１
６
５
３
万
円
（
同

３
億
８
７
８
９
万
円
、
32
・
２
％
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債

は
、
10
億
２
１
３
６
万
円
（
同

３
億
３
６
０
９
万
円
、
24
・
８
％
の
減
）

を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
平
成
25
年
度
に
比

べ
て
８
億
１
１
０
２
万
円
の
減（
同
７
・

２
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
退
職
者
の
補
充
抑
制
で

人
件
費
が
15
億
３
６
４
８
万
円
（
同

５
２
０
０
万
円
、
３
・
３
％
の
減
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
は
、
町
営
地
籍
調
査
事
業
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
電
子

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、
コ
ミ
プ
ラ
施

設
維
持
管
理
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、

15
億
１
３
７
８
万
円
（
同
７
０
５
０
万

円
、
４
・
９
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
補
修
費
は
、
平
成
26
年
度
中

の
降
雪
量
は
多
く
な
か
っ
た
も
の
の
、

降
雪
日
数
が
多
く
、
除
雪
出
動
時
間

が
多
く
な
り
、
除
雪
経
費
が
増
え
、

１
億
４
１
３
万
円（
同
３
５
０
１
万
円
、

　

  

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町税 
14 億 6,082 万円
13.9％ 地方譲与税・交付金

3億 2,478 万円
3.1％

地方交付税
51億 2,001 万円
48.7％

分担金及び負担金 
993 万円
0.1％

使用料及び手数料
3億 8,246 万円
3.6％

国庫支出金
8億 1,653 万円
7.7％

県支出金
6億 9,311 万円
6.6％

財産収入・寄附金
1,766 万円
0.2％

繰入金
1億 2,581 万円
1.2％

諸収入
3億 6,834 万円
3.5％

町債
10億 2,136 万円
9.7％

人件費
15億 3,648 万円
14.7％

物件費
15億 1,378 万円
14.5％

維持補修費
1億 413 万円
1.0％

扶助費
8億 9,035 万円
8.5％

補助費等
18億 1,512 万円
17.4％

公債費
15億 6,739 万円
15.0％

積立金
7,465 万円
0.7％

投資及び出資金､ 貸付金
2億 4,953 万円
2.4％

繰出金
13億 2,016 万円
12.7％

普通建設事業費
10億 8,706 万円
10.4％

災害復旧事業費
2億 7,586 万円
2.7％

普通会計

歳入
105 億 2,317 万円

普通会計

歳出
104 億 3,451 万円

繰越金
1億 8,236 万円
1.7％
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年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 26年度 87.0 10.6 15.1 110.0 0.255 0.6 

平成 25年度 85.8 12.7 16.9 124.7 0.257 7.8 

【 一般会計・特別会計 】

【 企業会計 】

【 財政構造 】

（単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出

浜坂温泉配湯事業会計 100,481 47,863 1,194 24,160

水道事業会計 519,308 537,103 223,366 394,342

公立浜坂病院事業会計 1,492,377 2,043,916 149,533 147,543

（単位：千円）

（単位：％）

会　　計　　名 歳入総額
（A）

歳出総額
（B） （A) － (B） 翌年度に繰り

越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 10,354,853 10,297,468 57,385 32,774 24,611
特 別 会 計 5,083,552 4,953,030 130,522 55,347 75,175

国民健康
保険事業

事業勘定 1,925,667 1,875,505 50,162 0 50,162
照診施設勘定 38,866 38,865 1 0 1
八診施設勘定 8,952 8,952 0 0 0
歯科診施設勘定 60,701 60,701 0 0 0

後期高齢者医療事業 203,887 201,284 2,603 0 2,603
介護保険事業 1,667,754 1,665,552 2,202 0 2,202
浜坂地区残土処分場事業 125,052 99,766 25,286 21,850 3,436
温泉地区残土処分場事業 46,466 41,124 5,342 0 5,342
コミュニティ ･プラント事業 73,287 72,646 641 0 641
七釜温泉配湯事業 17,338 17,138 200 0 200
下水道事業 915,582 871,497 44,085 33,497 10,588

合　　　計 15,438,405 15,250,498 187,907 88,121 99,786

50
・
７
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、国
が
創
設
し
た
臨
時
福
祉
給
付
金
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
に
伴
い

８
億
９
０
３
５
万
円
（
同
８
９
０
２
万
円
、
11
・

１
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
・
経

営
改
善
補
助
金
、
北
但
行
政
事
務
組
合
負
担
金
、

美
方
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
の
増
に
よ

り
、
18
億
１
５
１
２
万
円
（
同
３
億
８
６
５
７
万

円
、
27
・
１
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、

15
億
６
７
３
９
万
円
（
同
１
億
２
５
２
０
万
円
、

７
・
４
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
26
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、

１
３
２
億
４
３
３
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
末
に

比
べ
３
億
７
５
２
８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
残
高
は
、
30
億
３
２
３
２
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
３
億
９
８
５
６
万
円
増

加
し
ま
し
た
。　

　

経
常
収
支
比
率
は
、
87
・
０
％
で
前
年
度
に
比

べ
て
１
・
２
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、

分
母
と
な
る
普
通
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
（
過
去
３
か
年
平

均
）
は
15
・
１
％
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
１
・

８
％
改
善
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
の
目
標

の
18
％
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

財
政
構
造
の
分
析　

◎平成 26 年度決算の詳細は、役場と温
泉総合支所で閲覧できるほか、町ホー
ムページに掲載しています。

◆問合せ　総務課 財政係℡82-3111

＊用 語 解 説＊
普通会計　地方財政統計上統一的に用
いられる会計区分。新温泉町では、
一般会計、浜坂地区残土処分場事
業会計、温泉地区残土処分事業会
計、コミュニティプラント事業会
計の４会計をいう。

経常収支比率　町税、地方交付税を中
心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経
費にどの程度使用されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断
するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還
に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。

実質公債費比率　一般会計等が負担す
る元利償還金及び準元利償還金の
標準財政規模を基本とした額に対
する比率。25％以上になると起債
の制限を受ける。

将来負担比率　一般会計等で将来負担
すべき債務が、標準財政規模の何
倍であるかを示したもの。350％以
上で一部起債の制限を受ける。

財政力指数　地方交付税法の規定によ
り算出された数値の過去３か年の
平均値で、自主財源の余裕度を判
断するもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する
実質収支額の割合をいう。

※経常収支比率、公債費比率、実質公債費比率、将来負担比率は低
い方が良いが、財政力指数、実質収支比率は大きい方が良い。
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指
標
か
ら
み
る
財
政
状
況

　
                   (

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等)

資
金
不
足
比
率
の
概
要

資
金
不
足
比
率

⇨
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
16
・

１
％
（
基
準
は
20
％
）
の
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に

は
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比

率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業

の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と

比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼
ば
れ
る

４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
を
決
算
時
に
算
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

⇨
平
成
25
年
度
と
比
較
し
て
１
・
８
％

改
善
し
、
平
成
26
年
度
は
15
・
１
％

で
、
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⇨
連
結
実
質
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
将
来
負
担
比
率

⇨
平
成
25
年
度
の
１
２
４
・
７
％
か
ら

平
成
26
年
度
は
１
１
０
・
０
％
に
低

下
し
、
基
準
の
３
５
０
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経

常
的
一
般
財
源
の
規
模
を
示
す
も
の
）
に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行
う

町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
又
は
資
金
の
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
町
全
体
と
し
て
の
財
政
運
営
の

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る

出
資
法
人
等
に
係
る
も
の
も
含
め
、
町
の

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た

額
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方
債
）

や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担

等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す

指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利

償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政

規
模
を
基
本
と
し
た
額

※

に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及
び
こ

れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
実
質

公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要
す
る

団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判
定
に
用

い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質
公
債
費
比

率
と
同
じ
で
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
も
前
年
度
決
算
に
引

き
続
き
、
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
は
、

起
債
発
行
時
の
県
の
許
可
が
不
要
と
な

り
、
県
と
の
協
議
で
地
方
債
発
行
が
で
き

ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等
に

係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を
控
除

し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お
い
て
も

同
じ
）

　

こ
の
４
つ
の
指
標
に
は
、「
早
期
健

全
化
基
準
」（
黄
信
号
）
と
「
財
政
再

生
基
準
」（
赤
信
号
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入

や
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
国
・
県
の
関
与
の

も
と
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま

す
。

①
実
質
赤
字
比
率

⇨
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
町
の
標
準
的
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＊用語解説＊
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標
の総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実
質赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会
計のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字比率　　一般会計等を対象とした実質赤字
の、標準財政規模に対する比率

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常
収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
ので、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町には 5事業がある。

資金不足比率　　公営企業会計ごとに算定され、資金
不足額の、事業規模に対する比率

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支の不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況におい
て、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
き基準として定められた数値（イエロー基準）

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい
不均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが
困難な状況において、計画的にその財政の健全化を
図るべき基準として定められた数値（レッド基準）

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準とし
て、資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 26 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.22 20
連結実質赤字比率 － 19.22 30
実質公債費比率 15.1 25 35
将来負担比率 110.0 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問合せ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

２．資金不足比率 （単位：％）

公営企業会計の名称 平成 26 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 16.1 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
※資金不足が生じていない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以下のとおりです。

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計等

特別会計
公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

うち
公営企業
会計

資
金
不
足

　
　

比
率
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山
元
町

  
復
興
支
援
通
信 

⑥

　

来
年
３
月
に
完
成
し
、
山
元
町
の
新

し
い
中
心
市
街
地
と
な
る
「
新
山
下
駅

周
辺
地
区
」
に
つ
い
て
、
７
月
か
ら
８

月
半
ば
に
か
け
て
「
ま
ち
の
名
称
」
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
５
０
２

通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
温

泉
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
募
集
告
知

を
載
せ
、
新
温
泉
町
内
か
ら
も
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
入
居
者
の
代
表
や
中
学
校
の

生
徒
会
長
な
ど
老
若
男
女
、
地
元
の
皆

さ
ん
や
有
識
者
で
組
織
す
る
選
定
委
員

会
を
行
い
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
１
つ

を
選
び
ま
し
た
。

　

決
ま
っ
た
ま
ち
の
名
称
は
「
つ
ば
め

の
杜も
り

」
で
す
。

　

震
災
で
や
む
を
得
ず
町
を
離
れ
た
多

く
の
町
民
が
、
つ
ば
め
が
巣
に
戻
る
よ

う
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
、
つ
ば
め
が

巣
で
子
育
て
す
る
よ
う
に
新
市
街
地
も

若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
に

し
た
い
と
い
っ
た
願
い
が
込
め
ら
れ
た

名
前
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
様
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
若
い
お
母
さ
ん
方
や
中
高
生

が
こ
の
作
品
を
推
し
、
年
配
の
委
員
を

粘
り
強
く
説
得
。
多
数
決
を
経
ず
全
委

員
の
合
意
で
こ
の
名
称
に
決
ま
り
ま
し

た
。
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
も
好
評
で
、

名
称
自
体
も
そ
う
で
す
が
、
特
に
込
め

ら
れ
た
願
い
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
方
に
「
い
い
名
前
だ
な
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
今
後
こ
の
名
前
を
行
政
区
や

住
所
に
使
っ
て
い
く
予
定
で
、
私
も
地

名
（
字
）
の
変
更
等
に
関
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
の
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
前
向
き
な
声
を
聴
け
て
、
ま
た
、
名

称
が
決
ま
っ
て
一
歩
大
き
く
前
へ
進
ん

だ
気
が
し
て
、
私
も
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
あ
と
半
年
し
か

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

◆
近
況
報
告

　

入
居
し
た
皆
さ
ん
の
親
睦
を
目
的

に
、
9
月
27
日
、
新
市
街
地
内
の
空
き

地
で
「
お
茶
っ
こ
サ
ロ
ン
（
茶
話
会
）」

を
行
い
ま
し
た
。
38
人
の
入
居
者
、
入

居
予
定
者
が
参
加
。
会
議
等
へ
の
参
加

率
は
か
な
り
低
い
の
で
す
が
、
今
回
は

大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
の
地
区
の
集
会
所
は
ま
だ
完
成
し

て
い
な
い
た
め
、
空
き
地
に
テ
ン
ト
を

張
っ
て
机
や
い
す
を
並
べ
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
ま
ず
自
己
紹
介
か
ら
始
め

ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で
約
2
時

間
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。今
後
の
自
治
会
設
立
へ
向
け
、

好
ス
タ
ー
ト
で
す
。

名称について協議する 20 人の選定委員

齋藤町長に名称を答申する森山委員長

「お茶っこサロン」の様子
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

108
―

老
後
の
生
活
は
自
分
で
守
ろ
う
！

愛
称

「
担
い
手
積
立
年
金
」

農
業
者
年
金

が
あ
り
ま
す
。（
月
額
最
高
1
万
円
、

通
算
最
高
20
年
、
２
１
６
万
円
）

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
方
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
20

年
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

▽
必
要
経
費
等
を
控
除
し
た
後
の
農
業

所
得
が
９
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。

▽
認
定
農
業
者
等
で
青
色
申
告
者
、
そ

の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配

偶
者
・
後
継
者
、
等

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て

支
払
額
を
変
え
ら
れ
ま
す

　

農
業
者
年
金
は
経
営
や
家
計
状
況
等

に
応
じ
て
保
険
料
を
見
直
し
た
り
、
脱

退･

再
加
入
も
で
き
ま
す
。

▽
20
代　

20
代
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い

保
険
料
で
も
長
期
間
掛
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
政
策
支
援
も
フ
ル
活
用
。

▽
30
代　

育
児
等
の
負
担
が
大
き
く
な

る
時
期
で
す
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て
加
入

し
、政
策
支
援
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
40
代　

学
費
等
が
か
さ
む
時
期
。
農

業
者
年
金
は
保
険
料
の
見
直
等
が
で

き
ま
す
。

▽
50
代　

こ
こ
で
保
険
料
を
上
積
し

て
、
節
税
メ
リ
ッ
ト
も
フ
ル
活
用
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い

る
方
は
誰
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

配
偶
者
や
後
継
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

少
子
高
齢
時
代
に
強
い

年
金

　

保
険
料
と
運
用
益
の
積
立
で
年
金
額

が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出

型
）」。
年
金
額
に
応
じ
て
保
険
料
を
自

由
に
決
め
ら
れ
、
い
つ
で
も
見
直
せ
ま

す
。（
月
額
2
万
～
6
万
7
千
円
）

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で

の
保
証
付

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で

も
、
80
歳
ま
で
の
換
算
額
を
ご
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

税
制
面
で
優
遇
措
置

◆
納
め
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
額
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
納
付
保
険
料
の
15
％

～
30
％
程
度
節
税
で
き
ま
す
。な
お
、

民
間
の
個
人
年
金
は
控
除
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。

◆
農
業
者
年
金
基
金
の
保
険
料
運
用
益

分
は
非
課
税
で
す
。

◆
農
業
者
年
金
受
取
は
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
方
は

公
的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万

円
ま
で
は
非
課
税
で
す
。

専
業
者
は
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
で

青
色
申
告
者
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助

農
業
者
年
金
研
修
会
、
農

業
者
年
金
相
談
会
を
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年
金
加

入
推
進
に
向
け
て
、
研
修
会
と
相
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
農
業
者
年
金
研
修
会

◇
と
き　

9
月
29
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
農
業
者
年
金
相
談
会

◇
と
き　

9
月
29
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
・
相
談
員

　

兵
庫
県
農
業
会
議　

農
業
者
年
金
担
当
者農業者年金相談会の様子
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

浜坂温泉主・副配湯
所配湯設備改修工事 浜坂

主配湯所：配湯ポンプ37kw 
2台、INV制御盤1式…
副配湯所：配湯ポンプ11kw
2台、制御盤改修1式

58,860,000 平成 27年 8月 19日～平成 28年 3月 25日 白菱電気設備㈱

七釜温泉配湯所配湯
設備改修工事 七釜 配湯ポンプ 15kw 2台、

INV制御盤1式 20,520,000 平成 27年 8月 19日～平成 28年 3月 25日 藤井電機㈱

公立浜坂病院 2階病
室断熱改修工事 二日市 公立浜坂病院2階病室の改修（7室） 5,616,000 平成 27年 9月 2日～平成 27年 10月 31日 ㈱大有工舎

夢が丘中学校武道場
吊天井対策工事 細田 夢が丘中学校武道場

吊天井対策 11,880,000 平成 27年 9月 7日～平成 28年 1月 15日 ㈱森田材木店

（平成 27年 8月 16日～平成 27年 9月 15日契約分）

「
新
温
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
創
生

総
合
戦
略
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
（
地
方

創
生
）の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

こ
の
た
び
「
新
温
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
地
方
創
生
総
合
戦
略
（
案
）」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
公
表
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
策
定
の
目
的

　

本
町
に
お
け
る
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
は
、
今
後
、
一
層
進
展
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
克

服
、
地
域
経
済
の
発
展
や
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
形
成
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
の
実

情
を
踏
ま
え
、
本
町
の
地
域
課
題
の
総

合
的
解
決
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
創
生

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
目
指
す
べ
き

将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示

す
「
新
温
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び

今
後
５
か
年
の
実
行
計
画
と
な
る
「
新

温
泉
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
す
。

▼
公
表
資
料

◇
新
温
泉
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

◇
新
温
泉
町
地
方
創
生
総
合
戦
略（
案
）

◇
住
民
・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

◇
新
温
泉
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

　
『
行
政
情
報
』
↓
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
』
↓
『「
新
温
泉
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
地
方
創
生
総
合
戦
略

（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集
』

◇
企
画
課
及
び
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

に
備
え
付
け

▼
募
集
期
限　

10
月
21
日
（
水
）
※
必
着

▼
提
出
方
法　

企
画
課
又
は
総
合
支
所

地
域
振
興
課
へ
の
持
参
又
は
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
。

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、
氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

町
の
考
え
方
を
10
月
下
旬
に
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
へ

の
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
提
出
先
・
問
合
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

Fax
　

82
‐
３
０
５
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

 kikaku@
tow
n.shinonsen.lg.jp

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

　

瀧
口
賢
司
（
49
歳
）

　

農
林
水
畜
産
物
の
地
産
地
消
の
推
進

を
担
当
し
ま
す
。

　

尼
崎
市
出
身
で
、
前
職
は
大
阪
市
で

大
手
企
業
系
列
の
飲
食
店
に
25
年
勤
務

（
内
、
店
長
で
20
年
）。
調
理
師
免
許
を

持
ち
、
食
材
の
知
識
が
豊
富
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
「
新
温
泉
町
は
、
自
然
が
豊
か
で
食

材
も
豊
富
。
新
温
泉
町
の
歴
史
や
文
化

を
学
び
、
豊
富
な
食
材
を
使
っ
て
、
地

域
に
根
差
し
た
商
品
開
発
を
し
、
そ
の

商
品
を
広
く
販
売
し
て
い
き
た
い
。
先

ず
は
、
町
内
を
回
り
、
食
材
を
調
べ
、

生
産
者
の
声
を
聴
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。そ
し
て
、私
が
パ
イ
プ
役
に
な
っ

て
生
産
者
を
繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
積
極
的
に
町
内
を
歩
き
回
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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　季節ごとに野草を見て回るのは楽しいものです
が、季節を変えて行ってみると、思いがけない花
に出会うことがあります。ユリ科のノカンゾウ（野
萱草）は昨年の秋、三谷の山へ通じる細い道で見
かけました。八重咲きのヤブカンゾウはあちこち
で目にしますが、一重咲きのノカンゾウを町うち
で見かけたのは初めてのことだったので、感動し
ました。草丈は 80 ～ 100㎝、葉は幅 1.5㎝、長
さ 40～ 80㎝で、根元から伸びた長さ 60㎝ほど
の茎先に、径 10㎝ほどの百合に似た赤みを帯び
た橙
だいだい

色の花を数個つけます。花は一日花とされ
ていますが、実際は 2日ほど咲くものもあるよ
うです。カンゾウは萱草と書きますが、かつては
長い葉のものを萱と呼んでいたことからそう書く
ようです。漢方薬に使うカンゾウ（甘草）は豆科
の植物で、全く別物です。
　また、別名の忘れ草とは、この葉を結んで身に
つけると恋を忘れるというおまじないから由来し
ているそうで、古い昔、いろいろな和歌集にこの
花を詠んだものが多く残されています。おもしろ
い和歌に「忘れ草わが下紐に付けたれど醜

しこ

の醜
しこ

草
ぐさ

言
こと

にありけり」（大伴家持）があります。萱草を
結んでみたけれどあなたを忘れることができな
い。こんな草、効き目がありません、という意味
だそうです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ノカンゾウ
（ユリ科）

 野草散歩（58)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで　　　
　　　　　　　大切に保管を！～ 

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保
険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、
社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、
税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 27 年 1 月から 12 月ま
でに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追
納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家
族（お子さん等）の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられま
す。
　なお、平成 27 年中に納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確
定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払った
ことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成 27 年 1 月 1 日から 9 月 30 日までの
間に国民年金保険料を納付された方には、11 月上旬に
日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が送られます。申告書の提出の際には必ず
この証明書または領収証書を添付してください。（平成
27 年 10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に、今年はじ
めて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の 2 月
上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不
慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度で
す。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょ
う。
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

墨彩画で楽しむ鳥と魚の図案集
白浪著/貿易出版社

　墨彩画をどの部分から描きはじめれば
よいのか、色づかいは…等の疑問を写真
により丁寧に解説した鳥と魚の図案集。
スズメ、ウグイス、クジャク、タイ、カニ、
キンギョ…見ているだけで描けそうな気
分にしてくれる本。

熱血教師カオルちゃん
新堂冬樹著/角川春樹事務所

　「金八先生」を理想像に高校教師となっ
た一文字カオル。問題児をかかえるクラ
スの担任となった彼は、熱血一直線に体
を張って問題児と向き合うが…。笑いあ
り、涙あり、感動の熱血学園ドラマ。

図解マイナンバー法のすべて Q ＆ A
みずほ情報総研株式会社編/中央経済社

　2016年1月から利用が始まるマイナン
バー制度。規則やガイドラインが公表さ
れ明らかとなった制度の詳細を図表を豊
富に用いてＱ＆Ａ形式でわかりやすく解
説。制度開始までに必読の本。

べんり屋、寺岡の秋
中山聖子著 / 文研出版

　「娘の保育園の運動会に家族として参加
してほしい」とべんり屋寺岡に依頼が入っ
た。依頼者は、洋菓子店を一人で営み、
運動会の日も働かなければならなかった。
寺岡は、4歳の娘の気持ちを思い、依頼
者を運動会に行かせるために人肌ぬぎま
すが…。

おつきみおばけ
せなけいこ作・絵 / ポプラ社

　お月見の夜、泣いているちいさなうさ
こちゃんをなぐさめようと、おばけちゃ
んは月見団子に化けました。するとうさ
こちゃんは、団子をかじってしまいまし
た…。おばけちゃんのやさしさがつたわ
る絵本。

 

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 18

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆10月24日（土）　午後2時～
　『まねしんぼう』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

長期休館のお知らせ 　　　  
特別図書整理（蔵書点検等） 及びシ
ステム更新により休館します。
◆とき　11月16日（月）～30日（月）

長期休館に伴う貸出冊数の変更
長期休館の間、利用者の皆さんによ
りご利用いただくために貸出冊数を
変更します。
◆とき　11月２日（月）～ 15日（日）
◆冊数　10冊（通常は 5冊）

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

は休館日
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の
風
化
し
た
も
の
を
使
用
し
て
き
ま
し

た
。
瀬せ

戸と

物も
の

や
唐か
ら

津つ

な
ど
は
、
焼
き
物

の
原
料
の
産
地
が
製
品
の
名
称
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
出
石
焼

き
は
岩
石
か
ら
作
っ
た
粘
土
で
食
器
や

壺
、
装
飾

品
な
ど
を

つ
く
っ
て

い
ま
す
。

粘
土
の
多

様
な
利
用

が
わ
か
り

ま
す
。
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広報しんおんせん（10月号）

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｅ
さ
ん
（
70
歳
）
女
性

　
「
物
干
し
竿
１
本
５
０
０
円
」
と
移

動
販
売
者
が
巡
回
し
て
い
た
の
で
、
購

入
し
た
い
と
呼
び
止
め
た
。
竿
の
み
を

買
う
つ
も
り
が
、
物
干
し
台
も
一
緒
に

買
う
と
安
く
な
る
と
勧
め
ら
れ
た
。
値

段
を
尋
ね
た
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

見
せ
ら
れ
た
が
、
画
面
が
小
さ
く
見
え

な
か
っ
た
。
再
度
価
格
を
尋
ね
て
も
、

聞
こ
え
な
い
そ
ぶ
り
で
、
物
干
し
台
と

竿
４
本
を
設
置
し
、
以
前
使
っ
て
い
た

も
の
を
移
動
販
売
者
に
積
み
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
総
額
15
万
円
の
請

求
を
受
け
た
。
驚
い
て
そ
ん
な
お
金
は

な
い
と
言
う
と
「
８
万
円
に
し
た
る
」

と
威
圧
的
に
怒
鳴
ら
れ
た
。
恐
く
な
り

家
に
あ
っ
た
お
金
を
か
き
集
め
支
払
っ

た
。
領
収
書
は
も
ら
っ
た
が
、
金
額
の

み
で
業
者
の

連
絡
先
な
ど

は
書
か
れ
て

な
い
。
返
品

し
た
い
が
で

き
る
だ
ろ
う

か
。 移

動
販
売
に
注
意
!!

■
返
品
す
る
に
は
・
・
・　

　

購
入
時
の
状
況
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
が
で
き
ま
す
が
、
事
例
の
よ
う

に
業
者
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
交
渉
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

巡
回
す
る
販
売
者
の
説
明
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
購
入
す
る
前
に
必
ず
金
額
を
確

認
し
、
納
得
で
き
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

強
引
に
契
約
を
迫
ら
れ
た
り
、
お
金

を
凄
ま
れ
る
な
ど
、
困
っ
た
場
合
は
、

周
囲
の
人
や
１
１
０
番
通
報
す
る
な
ど

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
解
約
が
で
き

る
ケ
ー
ス
で
も
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
と
い
う
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
さ
約
67
㎞
の
円
山
川
は
、
海
岸
か

ら
上
流
約
20
㎞
の
江
原
付
近
で
海
抜
約

５
ｍ
で
す
。
こ
こ
か
ら
川
幅
が
広
く
な

り
、
水
の
勢
い
は
弱
ま
り
、
砂
を
堆
積

し
、
下
流
に
粘
土
を
運
び
ま
す
。
そ
の

た
め
、
豊
岡
盆
地
は
泥
が
厚
く
堆
積
し

た
低
地
で
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
で
は

厚
さ
約
40
～
50
ｍ
泥
層
で
、
地
盤
沈
下

を
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鳥

取
平
野
も
同
様
で
、
津
ノ
井
で
は
良
質

な
青
灰
色
粘
土
が
瓦
な
ど
焼
き
物
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
岸
田
川
で
は
浜
坂

背
後
に
泥
が
堆
積
し
て
平
野
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

粘
土
は
、
古
代
か
ら
土
器
や
埴
輪
な

ど
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
生
活

用
具
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
住
宅

で
使
わ
れ
て
き
た
壁
の
材
料
は
粘
土
で

す
が
、
多
く
の
場
合
、
山
の
斜
面
や
く

ぼ
み
な
ど
に
堆
積
し
た
岩
石
や
火
山
灰

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

砂
・
レ
キ
と
粘
土
②    

粘
土

▼
問
合
せ
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 65

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲様々な粘土で焼いた壺や食器
◀屋根瓦

▲

  

土
蔵
の
壁
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まちの求人案内

　（パート）
平成 27年 9月 18日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 200 ～ 220

准看護師 不問 200 ～ 210

㈱たじみや
事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 187 ～ 300
食品工場作業員 59 以下 138 ～ 146

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350

㈱マルワ渡辺水産
保冷車運転 64 以下 250 ～ 400
レジ係 不問 138 ～ 146
鮮魚 不問 190 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 168 ～ 300
土木作業員 不問 170 ～ 190

やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 175
山陰松島遊覧㈱ 船長候補 35 以下 151 ～ 172
㈱メフィス 給食調理 59 以下 134 ～ 146
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250

さかい歯科医院
歯科衛生士 不問 175 ～ 225
歯科助手 不問 135 ～ 145
受付補助 不問 135 ～ 145

㈱円山菓寮 営業 59 以下 170 ～ 270

守山石油㈱ 経理 不問 150 ～ 180
販売員 不問 145 ～ 173

㈱美方モータース 自動車整備士 不問 135 ～ 220
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 133 ～ 142
㈱織戸組 現場作業員 不問 166 ～ 302
㈱ナカケー 鮮魚加工員 不問 170 ～ 250
フジコン食品㈱ 計量・包装 不問 126 ～ 127
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 151 ～ 324
セコム㈱ 機械警備 18 以上 170
グループホームありがとう 介護員 不問 136 ～ 160
㈲西浦建築 大工 不問 280 ～ 380
㈱マルワ 旅館営業 不問 180 ～ 350
株本建設㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 159

（温泉地域）
㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254

営業事務 34以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 181 ～ 183

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 139 ～ 163

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
介護員 不問 161 ～ 180

アイアンドエフ・ビルディング㈱ レストランスタッフ 45 以下 191 ～ 229
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 138
㈱光商会 スタッフ 不問 140 ～ 200
赤坂土建㈱ 土木技術者 不問 200 ～ 300

㈱朝野家

予約係 不問 150 ～ 170
営業係 18以上 150 ～ 170
販売係 不問 150 ～ 170
客室係 不問 194 ～ 216

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
㈱ニシムラ百貨店 販売員 不問 129 ～ 134
㈲湯村炊飯センター 炊飯作業員 60以下 160 ～ 180
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 280 ～ 350
㈱みさき 営業 35以下 206 ～ 235
㈱荒湯観光センター 販売店員 45以下 133 ～ 138

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 800～ 850
惣菜係 不問 850～ 870
フロント係 不問 800～ 1,000

浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,000
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,200～1,800

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000

㈱メフィス 給食調理補助 59 以下 795
特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000～1,200
新温泉土木事務所 技術嘱託員 不問 1,273

㈱さとうフレッシュフロンティア 食品レジ 18 以上 844 ～ 1,194
食品売場 不問 794 ～ 944

ラスベガス浜坂店 開閉店作業員 20 以上 1,000～1,200
ホールスタッフ 20 以上 1,000

㈱隆栄水産 駐車場係 不問 1,200
食堂接客 不問 850 ～ 900

㈱リフティングブレーン 佃煮の包装 不問 1,000
㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 1,013
グループホームありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000
㈲西浦建築 広報 不問 800
㈱ナカケー 販売 不問 780

（温泉地域）

社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 不問 860 ～ 1,000
調理員 不問 800 ～ 850
清掃員 不問 800

アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200

㈱井筒屋
料飲係 18 以上 950
まかない係 不問 800 ～ 850
食事会場スタッフ 不問 950

ケービックス㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 780 ～ 800

㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950
調理・加工・販売 不問 780

㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 1,000～1,652

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000
施設管理 不問 780 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,125
洗い場 不問 800 ～ 1,063
フロント予約 不問 800 ～ 1,125
レストラン 不問 800 ～ 1,125

㈱とみや旅館 大浴場清掃 不問 900
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 776
㈱マルワ　湯村温泉魚と屋 配膳・接客 不問 780 ～ 1,000

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（常　用）
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　差別をなくし人権文化をすすめる町民運動推進強調月間中
の 8 月 26 日、文化会館大会議室で、「第３回人権講座」を
開催しました。今回の人権講座は浜坂２区・浜坂４区の地区
人権学習会と合同で開催し、70 人が受講しました。
　今回は、「インターネット時代における同和問題」をテー
マとした人権啓発映像『あなたに伝えたいこと』を視聴。そ
の後、松本明町人権啓発指導員からまとめのお話しとして、
過去にあった結婚に関する同和問題や現在も起こっているイ
ンターネットを使った人権問題など、講師自らの体験も交え

ての話がありまし
た。
　受講者アンケー
トにたくさんの感
想等をお寄せいた
だきましたので、
一部をご紹介しま
す。

H27（2015）.10.8

広報しんおんせん（10月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

住民交流学習「第３回人権講座」開催報告 

人権コーナー 

◆受講者の感想
▽指導員自らの体験談を聞き、改めて同
和問題の厳しさを感じた。多くの人が
この様な人権学習会に参加し、正しい
考え方を持つ必要がある。（50代男性）
▽インターネットなどは、顔を見て話さ
ないから感情が伝わらない。会話の大
切さを感じる。（60代女性）
▽ビデオを見せてもらうことで、結婚
についての厳しい現実に直面した人
たちの心情をよく理解することができ
ました。松本さんの実体験を交えたお
話も大変良かったです。参加すること
で、少しずつでも知ることができます。
（50代女性）
▽部落差別と情報社会という面の問題点
を考えた、ライン等に対する法整備が
必要と思う。（70代男性）

【問題】下の①から⑥のマークは、 それぞれ何
を意味しているでしょう？また、どこで見かけ
たかも考えてみましょう。
①　　　　　　②　　　　　　③

④　　　　　　⑤　　　　　　⑥

◆ヒント
【耳マーク】聴覚障がいのある人を表す国内で使用さ
れているマーク

【マタニティーマーク】妊産婦が交通機関等を利用す
る際に身につけ、周囲が妊産婦への配慮を示しやすく
するもの

【うさぎマーク】耳の不自由な人にも配慮してつくら
れたおもちゃにつけられるマーク

【聴覚障がい者マーク】聴覚障がいのある人が運転し
ている自動車であることを示すマーク

【オストメイトマーク】オストメイト（人工肛門・人
工膀胱を使用している人）を示すマーク

【ほじょ犬マーク】身体障がい者補助犬 ( 盲導犬・介
助犬・聴導犬 ) 同伴の啓発のためのマーク
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　9月 13 日、まち歩き案内所「松籟庵」が、平成 24
年 6月 28日の開館から入館者 3万人を迎えました。
　3万人目の方は、南ソウル大学から鳥取大学に留学し
ているキム・テヒョンさん（24 歳）とコン・ヒョアン
さん（23歳）。施設の指定管理を受けている浜坂観光協
会の沼田会長から花束と記念品が贈られました。
　2人は「韓国語講座（町国際交流協会主催）で講師を
務めていてＪＲで来たが、待ち時間があったので立ち
寄った。幸運なことでうれしい」と喜んでいました。

但馬牛とモ～とふれあおう

「松籟庵」入館者３万人

　シルバーウイーク 2日目の 9月 20日、秋晴れの牧場
公園は多くの家族連れで賑わいました。
　イベント広場では、但馬 “ 牛まつり ” プレイベントと
して但馬牛とのふれあい体験を開催。生後７ヶ月の子牛
が登場すると、多くの親子が集まり、順番に牛のおなか
や背中をさすったり、記念撮影を楽しみました。
　普段触れることのない牛と触れ合い、子どもたちは、
「もっと固いと思ってたけど、ふわふわして気持ちいい」
「あったか～い」などとはしゃいでいました。

　9月 1日に行われた「近畿地域農山漁村女性のつどい」
で中村壽弘さん（久斗山）が近畿農政局長から男女共同
参画優良事例の表彰を受け、9月 17 日、岡本町長に受
賞の報告を行いました。
　久斗山農産加工組合長や美方郡生活グループ会長など
を務め、女性が得意な郷土料理の技術を活かせる場の創
出など、男女共同参画の輪を広げる活動が評価されての
受賞に、中村さんは「大変名誉なこと、周りの皆さんの
おかげです」と関係者に感謝していました。　

農産物で男女共同参画

広報しんおんせん（10月号）

　敬老の日を前に、9 月 11 日、町内で米寿（88 歳）
を迎えられた方 132 人と金婚（結婚 50 年）を迎えら
えたご夫婦 19組に祝状と祝品を贈りました。
　米寿を迎えられた谷岡靜子さん（浜坂）へは、岡本町
長が訪問。お祝いの言葉とともに祝状と祝品を贈りまし
た。谷岡さんは、毎朝 30分の散歩が日課で、畑仕事や
グラウンドゴルフなどでも体を動かしているそうです。
健康の秘訣を聞くと「できるだけ外に出て体を動かすこ
とを心掛けている」と答えてくれました。

米寿、金婚を祝福

H27（2015）.10.8
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百寿おめでとうございます

　浜坂南小学校に、小林製薬㈱から洋式トイレ２基など
が贈られ、９月４日、同校で贈呈式が行われました。
　家庭などで洋式トイレが普及する中、「学校でも気持
ち良く『うんち』をして、健康増進につなげてほしい」
と同社の社会貢献事業として展開。全国で 100 校に寄
贈予定で、同校は 55校目になるそうです。
　全校生 66人を代表し、6年生の田中希良君と山本桃
花さんが「思った以上にきれいなトイレで、丁寧に使っ
ていきます」と同社の職員に対しお礼を言いました。　

学校でも「うんち」しよう

まちの話題すけっちしんおんせん
すけっちしんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

　谷村美代子さん（浜坂）が百歳を迎え、9月 1日、岡
本町長などが祝品を持ってご自宅を訪問しました。
　谷村さんに長寿の秘訣を聞くと「よく寝ること、何で
も食べること」としっかりした口調で答えていました。
週に 4回のデイサービスは、入浴や昼食、昼寝やおしゃ
べりが楽しみで、欠かさず通っているそうです。
　「いつの間にか百歳になっていた。みんなにお祝いし
てもらい、ありがたいことです」と周りの方に感謝して
いました。

チャリティーのタスキをつなぐ
　９月６日、浜坂走ろう会主催の「12時間チャリティー
マラソン」が浜坂県民サンビーチ “ 松の庭 ” 周回コース
（１周 1.1㎞）で開催されました。
　26 回目となる今回は、時おり雨が降る中、ランナー
約 40 人が１本のタスキをつないで走りました。また、
チャリティーマラソン開催を聞きつけたランナー以外の
方々からも募金が寄せられました。
　集められた募金は、昨年に引き続き、福祉施設へ寄付
されます。

　9月 6日、前地区で火災想定訓練を行い、消防団員、
美方広域消防署員、美方警察署員など約 150 人が参加
しました。
　前公民館付近で火災が発生したという想定で、午前 5
時 30 分にサイレンが鳴り響き、その後、地元消防団員
や美方広域消防署員らが次々に到着。連携して、防火水
槽や岸田川から給水し、火災現場で放水を行いました。
　岸田川からはホース延長 450mありましたが、スムー
ズに連携が取れ、有意義な訓練になりました。

火災発生に備えて　想定訓練
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ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

京
都
フ
ィ
ル
と
あ
そ
ぼ
う
！

０
歳
か
ら
の　
　
　
　
　
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き　

11
月
28
日
（
土
）

　

午
前
11
時
開
演
（
10
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
夢
ホ
ー
ル

▼
出
演

　

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団

▼
入
場
料

　

前
売
５
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）

※
３
歳
以
上
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
内
容

　

影
絵
公
演
「
さ
る
じ
ぞ
う
」
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

文
太
郎
鍋

　

図
書
館
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の｢

影
絵

公
演｣

や｢
山
歩
き
体
験
講
座｣

の
あ

と
は
、
文
太
郎
鍋

で
舌
鼓
み
し
ま
し

ょ
う
。
毎
年
恒
例
、

大
好
評
の
鍋
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

玄
関
横

▼
参
加
費　

無
料

―
問
合
せ
―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

図
書
館
ま
つ
り

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
は
、
我
が

郷
土
が
生
ん
だ
『
国
宝
級
』
の
登
山
家
、

加
藤
文
太
郎
を
顕
彰
す
る
た
め
、
図
書

館
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　
　

影
絵
公
演

　
「
影
絵
グ
ル
ー
プ
」（
朝
来
市
）
の
皆

さ
ん
に
よ
る

影
絵
公
演

を
行
い
ま

す
。
家
族

そ
ろ
っ
て

お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
と
き

　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～

高
齢
者
大
学
学
園
祭

　

学
園
生
の
実
践
発
表
の
場
と
し
て
、

作
品
展
示
や
舞
台
発
表
を
行
い
、
日
頃

の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

宇
都
野
学
園
学
園
祭

▼
と
き　

10
月
15
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容

◇
作
品
展　

午
前
8
時
30
分
～

◇
舞
台
発
表　

午
前
9
時
30
分
～

▼
問
合
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
82
‐
４
３
３
９

と
ち
の
み
学
園
学
園
祭

▼
と
き　

10
月
21
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容

◇
学
習
・
体
験
発
表　

午
前
10
時
～

◇
文
化
・
芸
能
発
表　

午
後
0
時
30
分
～

◇
作
品
展　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
～

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

第
12
回
但
馬
の
巨
木
写
真
展

　

但
馬
巨
木
保
存
会
が
一
般
公
募
し
た

「
但
馬
の
巨
木
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
受
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

※
10
月
13
日
（
火
）
休
館

▼
と
こ
ろ

　

木
の
殿
堂　

展
示
ス
ペ
ー
ス

▼
問
合
せ

　

木
の
殿
堂　

℡
96
‐
１
３
８
８
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コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る　
　
　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

　

秋
深
ま
る
但
馬
で
、
今
年
も
「
但
馬

ま
る
ご
と
感
動
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

但
馬
の
お
い
し
い
食
や
物
産
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
大
集
合
。
但
馬
牛
一
頭

を
豪
快
に
焼
き
上
げ
る
「
但
馬
牛
の
丸

焼
き
」
を
は
じ
め
、
解
禁
さ
れ
た
ば
か

り
の
松
葉
ガ
ニ
な
ど
、
但
馬
自
慢
の
海

の
幸
、
山
の
幸
が
満
喫
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
さ
わ
や
か
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時（
両
日
と
も
）

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
問
合
せ

　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
実
行
委
員
会

　

℡
０
７
９
６
‐
26
‐
３
６
８
６

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室　

「
木
い
ち
ご
」
作
品
展

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
「
木
い
ち
ご
」

［
中
井
美
佳
さ
ん
（
湯
）
主
宰
、（
財
）

日
本
手
芸
普
及
協
会
認
定
］
の
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
教
室
９
年
目
、
新
し

い
仲
間
も
加
わ
り
３
回
目
の
作
品
展
で

す
。
一
針
一
針
心
を
込
め
て
作
っ
た
小

物
・
バ
ッ
グ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
等
約

１
２
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
11
日（
日
）～
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
13
日
（
火
）、
19
日
（
月
）
は
休
館

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

浜 坂 会 場
会場：浜坂多目的集会施設

温 泉 会 場
会場：町民センター、夢ホール

作 品 展 10 月 30 日（金）～ 11 月 2 日（月）
　午前 9 時～午後 5 時（最終日は正午まで）

11 月  1 日（日）～ 3 日（祝）
　午前 9 時～午後５時（最終日は午後 3 時まで）

文 化 公 演 11 月  3 日（祝）午後 2 時～ 2 時 50 分
　塩山つばさ会　村芝居「湯の里村の半次郎」

お 茶 席 10 月 31 日（土）午前 9 時～午後 4 時
　裏千家淡交会浜坂地区（中村宗伊社中・米村宗粋社中）

11 月  3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時
　とちのみ学園茶道クラブ（小幡社中）

舞 台 発 表
11 月   3 日（祝）午前 10 時～午後 4 時
　舞踊・コーラス・傘踊り・大正琴など楽し
　い舞台です。

11 月  3 日（祝）午前 9 時 45 分～午後 0 時 30 分
　子どもコーラス、舞踊、寸劇などバラエ　
　ティーに富んだ芸能発表です。

そ の 他 菊花展：10 月 30 日（金）～ 11 月 3 日（祝）
盆栽展：11 月   2 日（月）～ 11 月 3 日（祝）

お楽しみ抽選会：11 月 3 日（祝）午後 3 時～
　開始直前に抽選券を配ります。

バザー・催し 等

10 月 30 日（金）～ 11 月 2 日（月）
　いずみ会食育展「減塩についてなど」
10 月 31 日（土）①午前 11 時～②午後 1 時～
　浜坂地域くらしの会
　　「ホウ酸ダンゴを作ってみませんか！」参加無料
11 月   1 日（日）午前 11 時～午後 1 時 30 分
　浜坂地域くらしの会　
　　「味わいコーナー」カレーライス（350 円）

11 月  3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時 30 分
・「味わいコーナー」
　家庭料理の達人が心をこめて作ります
　うどん、山菜おこわなど

・「催しもの」
　特産品や農産物の販売、リサイクルバザー等

・「ちびっこ広場」
　ストラックアウト、スーパーボールすくい等

問 合 せ 浜坂公民館　℡ 82-4339 温泉公民館　℡ 92-1870

第 11 回新温泉町文化祭のご案内
メインテーマ「ゆとりと潤い・文化創造の町」
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お
知
ら
せ

新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
求

め
て
「
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
方

を
は
じ
め
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
水
）

　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

（
一
部
地
域
を
除
く
。
申
込
不
要
）

※
送
迎
バ
ス
の
集
合
場
所
・
時
間
等
は
、

10
月
22
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
は
、行
政
全
般
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
や
実
現
に
努
め
、

行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
行
政
相
談
を
定
期
的
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
行
政
相
談
週
間

　

10
月
19
日
（
月
）
～
25
日
（
日
）

▼
行
政
相
談
週
間
の
相
談
日

　
（
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

◇
10
月
19
日
（
月
）
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
定
例
相
談
日

　
（
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

◇
第
１
水
曜
日　

町
民
セ
ン
タ
ー

◇
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
行
政
相
談
員　

尾
﨑
さ
よ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

植
村
慶
子
さ
ん

▼
問
合
せ

　

総
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

国勢調査の回答はお済ですか？
　平成 27 年 10 月 1 日を基準日として、平成
27 年国勢調査を実施しています。国勢調査は、
日本に住むすべての皆さんが対象です。
　まだ回答がお済でない方は、調査員がお配り
した紙の調査票に必要事項を記入して、調査員
に渡していただくか、同封の返信用封筒を使っ
て回答してください。
　回答されていない方で紙の調査票が届いてい
ない方は、役場企画課へご連絡ください。

インターネット回答をされた方へ
　回答した後、10 月 1 日までに内容の変更は
ありませんか？
　変更があった場合は、インターネットを利用
して修正を行ってください。その際、配布した
ID と回答入力後に設定したパスワードが必要
になります。
　修正できる期間は 10 月 20 日（火）までです。
お早めに修正をお願いします。
　

※国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！！
　不審に思われた場合は、企画課または美方警察署へご連絡ください。

▼問合せ　企画課　℡ 82-5624
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「
地
域
消
費
喚
起
商
品
券
」
の

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

地
域
消
費
喚
起
商
品
券
の
交
付
対
象

者
へ
申
請
書
類
を
7
月
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
期
日
は
10
月
30
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　

期
日
を
過
ぎ
る
と
商
品
券
の
交
付
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
未
提
出
の
方
は

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
の
再
発
行
や
、
代
理
の
方

に
よ
る
手
続
き
も
可
能
で
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
０

年
末
調
整
説
明
会

　

次
の
３
会
場
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ご
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
但
馬
地
場
産
ビ
ル　

多
目
的
ホ
ー
ル

◇
と
き　

11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

◇
と
き　

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
香
住
文
化
会
館

◇
と
き　

11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
問
合
せ

　

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
３
４
４

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　
　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
次
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
に
、
町
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

◇
都
市
計
画
区
域
（
浜
坂
地
域
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
㎡
以
上

◇
都
市
計
画
区
域
以
外
（
温
泉
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

※
届
出
書
は
、
土
地
の
利
用
目
的
に
つ

　

い
て
審
査
さ
れ
、
必
要
で
あ
れ
ば
助

　

言
や
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課　

土
地
対
策
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
（
内
線
４
７
３
９
）

　

建
設
課  

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

「
愛
の
献
血
」

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

う
愛
の
贈
り
物
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
こ
と
ろ

　

10
月
19
日
（
月
）

◇
株
式
会
社
ナ
カ
ケ
ー　

白
川
店

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
フ
ジ
コ
ン
食
品
株
式
会
社

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

募　

集

糖
尿
病
予
防
教
室　
　

　
　
　
　
（
だ
糖
教
室
）

　

日
本
人
の
４
人
に
１
人
が
糖
尿
病
、

糖
尿
病
予
備
軍
と
い
わ
れ
る
時
代
で

す
。
糖
尿
病
は
、
動
脈
硬
化
の
原
因
に

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
を
引
き
起
こ

し
ま
す
の
で
、
医
療
費
も
た
く
さ
ん
か

か
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
（
生
活
習
慣
病
）
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
が
講
話
や
調
理

実
習
、
運
動
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。
8
回
シ
リ
ー
ズ

で
、
今
回
（
第
１
回
）
は
医
師
が
講
話

を
行
い
ま
す
。

▼
と
き

　

10
月
16
日
（
金
）
午
後
2
時
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
浜
坂
病
院
の
と
な
り
）

▼
募
集
期
限　

10
月
14
日
（
水
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康　

推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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浜
坂
三
山
縦
走
「
加
藤
文

太
郎
の
足
跡
を
た
ず
ね
て
」

登
山
参
加
者
募
集

　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
で
は
、
８
月
11

日
が
「
山
の
日
」
に
制
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
浜
坂
三
山
縦

走「
加
藤
文
太
郎
の
足
跡
を
た
ず
ね
て
」

を
行
い
ま
す
。
参
加
者
を
募
集
す
る
ほ

か
、
受
付
等
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

※
受
付
は
午
前
7
時
30
分
～

▼
集
合
場
所
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
駐
車
場

▼
行
程　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
を

発
着
点
と
す
る
浜
坂
三
山
［
観
音
山

（
標
高
２
４
５
ｍ
）・
城
山
（
１
７
５
・

7
ｍ
）・
千
々
見
山（
２
６
２
・
9
ｍ
）］

を
縦
走
（
約
15
㎞
）

▼
対
象　

小
学
高
学
年
以
上
（
未
成
年

者
は
保
護
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
）

▼
募
集
人
員　

１
０
０
名

▼
参
加
料　

２
０
０
０
円

　
（
参
加
賞
、
保
険
料
を
含
む
。）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
飲
物
、
雨
具
等

▼
申
込
期
限　

10
月
14
日
（
水
）

▼
申
込
み　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（0796

）82-5251

読
み
聞
か
せ
講
座

　

読
み
聞
か
せ
に
関
わ
る
方
々
を
対
象

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
家
庭
や
学
校

で
の
活
動
や
実
践
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

11
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
内
容

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
基
本
と
実
践

▼
講
師　

北
川
民
枝
さ
ん
（
鳥
取
市
・

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
対
象　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

▼
定
員　

約
30
名

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
６
日
（
金
）

▼
申
込
み　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

第
２
回
新
温
泉
町
秋
季　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き

　

11
月
12
日
（
木
）
午
前
９
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
19
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
す
こ
や
か
広
場

▼
参
加
条
件　

新
温
泉
町
在
住
の
方

※
個
人
戦
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
料　

１
名
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

11
月
２
日
（
月
）

▼
申
込
み

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
４
５
１
２

但
馬
地
区　
　
　
　
　

「
精
神
障
害
者
家
族
教
室
」

　

精
神
疾
患
の
正
し
い
知
識
や
家
族
と

し
て
の
接
し
方
等
に
つ
い
て
学
び
、
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
で
疾
患
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
精
神
疾
患
を
発
症
し

た
患
者
の
入
院
期
間
の
長
期
化
や
再
入

院
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
20
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
五
荘
地
区
公
民
館

▼
研
修
内
容

◇
講
演

　

演
題
『
当
事
者
も
家
族
も
共
に
楽
に

な
る
た
め
の
コ
ツ
』

　

講
師

　

鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

植
田
俊
幸
さ
ん　
　

◇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

み
ん
な
で
話
そ
う

　

～
家
族
が
い
ま
悩
ん
で
い
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
～

◇
助
言　

植
田
俊
幸
さ
ん

▼
参
加
者　

家
族
、
社
会
復
帰
施
設
関

係
者
（
作
業
所
職
員
含
む
）、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
病
院
関
係
者
、
但
馬
地

区
市
町
関
係
者
、
健
康
福
祉
事
務
所

関
係
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
10
日
（
火
）

▼
申
込
み　
　

　

ざ
く
ろ
家
族
会　

事
務
局　
　
　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
８
３
８
２

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２
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平成 27 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　 ※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　10月 8日（木）から 10月 26日（月）まで
◇面接日時　10月 29日（木）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

専門員 １名 取材及び
編集業務

日額
6,400円

地域振興課
（ケーブルテ
レビ係）

満65歳未満
普通自動車
運転免許

平成27年
11月1日から

平成28年
3月31日まで

午前８時 30分～午後５時 15分
社会保険・雇用保険加入

看護助手 １名
病院の看護
補助及び洗
濯業務

日額
6,800円 公立浜坂病院 満65歳未満

保健師 ２名 保健業務 日額
8,800円

健康福祉課
（すこやか～に）

満65歳未満
保健師免許

看護師又
は准看護
師

１名
病院又は診
療所の看護
業務

日額
8,800円

公立浜坂病院
又は診療所

満65歳未満
看護師・准
看護師免許

介護員 ２名 介護業務 日額
6,800円

介護老人保健
施設ささゆり 満65歳未満

午前 8時 30分～午後 5時 15分
ローテーションにより、遅出、
夜間、土日勤務あり
社会保険・雇用保険加入

保育教諭
又は保育
補助員

１名 保育業務

保育士または
幼稚園教諭の
免許のある方
日額
　7,300円

免許のない方
日額

6,400円

認定こども園

満65歳未満
保育士又は
幼稚園教員
免許

満65歳未満

月～土勤務
午前 8時 30分～午後 5時
早出、遅出あり
社会保険・雇用保険加入

種　　目 応募資格 受付期間 試験日

高等工科学校生徒 中卒（見込み含む）
17歳未満の男子

推薦試験 11 月１日（日）
～ 12月 4日（金）

平成 28年 1月 9日（土）
～１月 11日（月・祝）
（うち 1日）

一般試験
11 月１日（日）
～平成 28年 1月 8日（金）

（1次試験）
平成 28年 1月 23日（土）

募集に関する問合せ先 自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所　℡（0796）22 ‐ 3978

陸上自衛隊　高等工科学校生徒募集
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住　所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

8 月 16 日～ 9 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　10月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,516 人 （－  23）

　男 7,394 人 （－    3）

　女 8,122 人 （－  20）

世帯数 5,806 世帯 （ー    7）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

町県民税
第 3 期納期限

  11 月 2 日（月）
税務課　℡ 82-3113

愛を探しませんか！
出会い応援パーティー 2015 in 新温泉町

▼とき　12月 5日（土）午後 2時～
　　　　　　　　　　6日（日）午後 3時

▼内容　5日（土）　交流パーティー等
　　　　6日（日）　交流、温泉街散策等

※内容は変更になることがあります。

▼ところ　但馬牧場公園　まきばの宿　ほか
▼募集対象
　男性　概ね 22歳～ 40歳くらいまでの独身

　（新温泉町在住在勤を優先）

　女性　概ね 18歳～ 40歳くらいまでの独身

　（出身地等は問いません）

▼募集人数　男性 25人　女性 20人
　（応募者多数の場合は抽選となります）

▼参加費　8,000 円
▼申込期限　男性　10月 30日（金）
　　　　　　女性　11月 27日（金）

▼申込方法　
　電話または FAXで申し込んでください。

▼申込み・問合せ
　新温泉町商工会　℡ 82-1152　Fax82-3432


